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　　　　　　　　　　　　　　　項目
科目名

開講するキャンパス 適正なクラスサイズ（履修人数）
主な履修対象者（日本人学生、外国人留学
生、visiting student、協力隊希望者)

履修者に求められる英語能力（ＴＯＦＬＥスコ
ア点数等、英語力初級・中級・上級）

科目内容の難易度（初級、中級、上級） 履修者に求められる専門性 対象履修者が制限される場合の理由
海外留学を目指す学生への推奨科目（該当
の場合◯）

Comparative Nature Study from Cultural
Perspective 世田谷 15人 全学生 自分の考えを述べようとする気持ち(中級） 中級 問わない 無し －

Environment and Agriculture 世田谷 20人 全学生 中級以上 初級 問わない
専門用語（日本語）の解説以外は日本語を
使用しないので、一定以上の英語力が必要
とする

○

Food and Environment in Economic Development 世田谷 10人～20人
日本人学生、外国人留学生、visiting
student、協力隊希望者

中級 中級 問わない 無し ○

Food　and　Health 1 世田谷 5～20人 外国人留学生　日本人学生 無し 中級 問わない 無し ー

Forest and Forestry, Environment Conservation in
Asia 世田谷 20人 全学生 英語能力よりも学ぼうとする姿勢を重視 森林に関連する初級内容 問わない 無し ○

Global Food Systems 世田谷 20人 全学生 中学生程度の英語力 一般常識と知的好奇心があれば問題ない 一般常識と知的好奇心があれば問題ない 無し －

Japanese Agricultural development 世田谷 15人 全学生 初級～中級 初級～中級
日本の農業や食品産業に関する基礎的な
知識があるとよい

無し ○

Life history and application of Landscape plants 世田谷 5～10人、10人以上でも対応可能 全学生 無し 初級 若干（植物学）である 無し －

Planning and Design of  Landscape Architecture 世田谷 10～15人 外国人留学生、visiting student 初級～中級 初級・中級 日本の自然環境や文化への興味がある
現地視察を実施するため、大人数の引率は
困難である

－

Vegetable production technologies for International
Cooperation 世田谷 20人 全学生 中級以上 中級 Agronomy、栽培学である 無し ○

Field Study ｏｆ Food and Environment※ 世田谷 15人
日本人学生、外国人留学生、visiting
student

中級～上級 中級～上級
日本を含むアジアの農学、農業経済、アグ
ロエコロジーに興味を持つものとする

専門的な教育を英語で施すため、ある水準
以上の英語力と農学の基本的な知識を必
要とする

○

Sustainable Agriculture in Asia※ 世田谷 15人
日本人学生、外国人留学生、visiting
student

中級～上級 中級～上級
日本を含むアジアの農学、農業経済、アグ
ロエコロジーに興味を持つものとする

専門的な教育を英語で施すため、ある水準
以上の英語力と農学の基本的な知識を必
要とする

○

Introduction to Bioindustry オホーツク 20人
日本人学生、外国人留学生、visiting
student、協力隊希望者

中級～上級 初級～中級 自然科学一般である 無し ○

Agricultural Scientific English for International
Cooreration 世田谷 20人 visiting student、協力隊希望者 無し 中級 問わない 無し －

Agricultural  Tｒａｄｅ 世田谷 20人 全学生 中学生程度
一般常識と知的好奇心があれば問題ないと
思われます。

一般常識と知的好奇心があれば問題ない
ゼミ形式のため。日本人学生については3
で述べた理由からもう少し多い方が望まし
いが、4で述べた理由からおのずと限られる

○

Agro-Environmental Engineering 世田谷 20人 全学生 中級以上 初級 問わない
専門用語（日本語）の解説以外は日本語を
使用しないので、履修者は一定以上の英語
力を必要とする

○

Comparative Developing Agriculture(CDA) 世田谷 15人 全学生 特になし 初級 問わない 無し －

Comparative Food Production Technologies 世田谷 20人
外国人留学生，visiting student，日本人
学生

英語力中級～上級 中級～上級
作物学，遺伝・育種学，害虫学，環境科
学，森林生態学である

無し －

Ecology and Agricultural Production 厚木 20人 日本人学生、協力隊希望者 TOEIC 500以上 中級
学部2年時までの必修専門科目の単位をす
べて修得していること

専門的な教育を英語で施すため、ある水準以
上の英語力と農学の基本的な知識を必要とす
る

－

Ecology and Food Production 世田谷 10人 外国人留学生、Visiting students
英語の専門テキストが無理なく理解でき、英
語でディスカッションできるレベル

中級 問わない 無し ○

Food and Health　2 世田谷 20人
日本人学生、外国人留学生、visiting
student

中級以上 中級～上級
食品と健康に興味があり、ある程度の専門
用語を理解できること

無し ○

Farmers and consumers in Japan　Japen 世田谷 10人 visiting student 学ぶ意欲を重視 初級～中級 問わない フィールドトリップのための適正規模とする －

Group Approach to Food and Environment 世田谷 30名 日本人学生、外国人留学生 上級 中級～上級
海外協定校の学生と英語でのディスカッショ
ンを行うための英語力と論理力を持つものと
する

ISSに議長として参加できることが条件であ
る

○

Molecular Biology and Biotechnology 世田谷 制限なし 全学生 初級
学部３年生対象（visiting studentは制限
なし）

基礎的な生物学の知識を有すること 無し ○

Eastern Hokkaido オホーツク 12人 日本人学生、外国人留学生 中級以上 中級以上 問わない
英語能力が中級以上ではないと、ディス
カッションなどに参加しにくくなる

○

Edo Aesthetics and Environmental Resiliency 世田谷 15人 全学生 自分の考えを述べようとする気持ち(中級） 中級 問わない 無し －

H29年度　英語による専門教育プログラムガイドライン一覧

※H29年度に関しては、世界学生サミットが海外で開催されるため、CIEPは開講いたしませんので、Field Study ｏｆ Food and Environment、Sustainable Agriculture in Asiaの2科目は履修できません。
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